
区
議
会
第
一
回
定
例
会
が
２
月
24
日

か
ら
３
月
19
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
月
25
日
、
日
本
共
産
党
区
議
団
を

代
表
し
て
、
お
ぐ
り
智
恵
子
議
員
が
質

問
に
た
ち
ま
し
た
。

今
年
は
、
戦
後
70
年
の
節
目
の
年
で

す
。
中
央
区
は
70
年
前
の
３
月
10
日
の

東
京
大
空
襲
で
、
一
晩
で
死
者
１
３
０

０
人
、
焼
失
戸
数
９
４
０
０
戸
と
い
う

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
が
お
こ
な
っ
た
中
国
、
朝
鮮
を
は

じ
め
ア
ジ
ア
の
国
々
へ
の
侵
略
戦
争
に

よ
る
「
加
害
」
の
歴
史
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て

再
び
戦
争
の
惨
禍
が
お
こ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
」
と
誓
っ
た
憲
法
に
は
、

国
民
、
区
民
の
平
和
へ
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

お
ぐ
り
議
員
は
、
安
倍
政
権
が
、
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
容
認
の
具
体
化
の
法

案
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
今
、
「
憲
法

９
条
を
守
れ
」
「
憲
法
改
悪
反
対
」
の

声
を
中
央
区
か
ら
発
信
す
る
こ
と
を
区

長
に
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
、
「
憲
法
の
平
和
主
義
の
理

念
を
堅
持
す
る
」
と
答
弁
、
「
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
国
会
で
審
議
が
尽
く
さ
れ
る
も
の
」

と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

お
ぐ
り
議
員
は
、
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

が
、
日
本
の
経
済
成
長
を
阻
害
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
、
中
央
区
に
お
け
る
格

差
と
貧
困
の
実
態
や
区
内
中
小
企
業
の

状
況
に
つ
い
て
の
認
識
と
、
消
費
税
増

税
に
よ
る
景
気
へ
の
影
響
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

区
長
は
「
本
格
的
な
景
気
回
復
を
中

小
企
業
事
業
者
や
区
民
が
実
感
す
る
に

は
至
っ
て
い
な
い
」
と
の
認
識
を
示
し

ま
し
た
。

い
ま
、
安
倍
政
権
に
よ
る
悪
政
が
、

区
民
の
く
ら
し
を
脅

か
し
て
い
ま
す
。
お

ぐ
り
議
員
は
、
区
民

に
一
番
身
近
な
自
治

体
で
あ
る
中
央
区
が
、
区
民
の
暮
ら
し

を
守
り
、
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
た
め

に
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
求
め
、
「
高

す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
」

や
「
75
歳
以
上
の
医
療
費
無
料
化
」

「
特
養
ホ
ー
ム
・
認
知
症
高
齢
者
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
」
「
待
機
児
ゼ

ロ
に
向
け
た
認
可
保
育
所
の
整
備
」
を

求
め
ま
し
た
。

発 行
日本共産党中央区議会議員団
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「
質
問
項
目
」

１
．
平
和
問
題
に
つ
い
て

２
．
「
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
」
地

方
自
治
体
の
役
割

３
．
巨
大
開
発
優
先
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

４
．
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
村
に
つ
い
て

５
．
築
地
市
場｢

移
転｣

問
題

６
．
「
い
じ
め
防
止
対
策
」
問
題
に

つ
い
て

３
月
４
日
の
福
祉
保
健
委
員
会
で

「
２
０
１
５
年
度
の
国
民
健
康
保
険

料
お
よ
び
第
６
期
の
介
護
保
険
料
」

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
日
本
共

産
党
区
議
団
は
、
「
年
金
の
削
減
や

給
与
所
得
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、

こ
れ
以
上
の
負
担
を
強
い
る
こ
と
は

問
題
」
が
あ
る
と
し
、
値
上
げ
に
反

対
し
ま
し
た
。

一
般
財
源
の
投
入
で

負
担
軽
減
を
求
め
反
対

さ
ら
に
高
す
ぎ
る
保
険
料
を
支
払

う
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
滞
納
世
帯

は
全
国
レ
ベ
ル
か
ら
見
て
も
高
い
比

率
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
地
方
自
治

体
は
福
祉
を
増
進
す
る
責
務
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
一
般
財
源
の
投
入

で
区
民
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た

自
民
・
公
明
な
ど
「
与
党
」

の
賛
成
多
数
で
可
決

し
か
し
自
民
党
・
公
明
党
な
ど
の

賛
成
多
数
で
委
員
会
で
可
決
さ
れ
、

保
険
料
の
値
上
げ
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
区
議
団
は
、
安
倍
政
権

が
す
す
め
る
社
会
保
障
の
切
り
捨
て

政
策
か
ら
区
民
生

活
を
守
る
「
防
波

堤
」
と
し
て
の
地

方
自
治
体
の
役
割

を
は
た
す
よ
う
、

求
め
て
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の

値
上
げ
条
例
に
反
対

福祉保健委員会委員

加藤ひろし



「
投
資
的
経
費
」
が

予
算
の
３
割

中
央
区
の
一
般
会
計
予
算
案
は
、
前

年
比
83
億
円
（
10
％
）
増
と
な
り
、
９

０
９
億
２
９
６
３
万
円
で
過
去
最
大
の

予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
長
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ
コ
に
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
意
欲
を
燃
や
し
、
大

規
模
再
開
発
事
業
を
32
事
業
も
進
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
市
街
地
再
開
発
事

業
助
成
な
ど
の
「
投
資
的
経
費
」
に
は

予
算
の
３
割
を
あ
て
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
投
資
的
経
費
の
増
大
で
財

政
が
厳
し
く
な
る
と
し
て
「
受
益
者
負

担
の
適
正
化
」
の
名
の
も
と
に
、
区
民

に
は
負
担
増
や
サ
ー
ビ
ス
削
減
を
図
る

一
方
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
東
京
電
力
な
ど
の

道
路
占
用
料
は
、
適
正
な
料
金
へ
の
改

定
は
具
体
化
さ
れ
ず
、
大
企
業
に
社
会

的
責
任
を
果
た
さ
せ
る
こ
と
に
は
消
極

的
で
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ

が
予
定
さ
れ
、
介
護
保
険
料
も
基
準
額

で
12
％
の
引
上
げ
さ
れ
ま
す
。

福
祉
の
増
進
を
は
か
る
べ
き
中
央
区

が
、
大
規
模
開
発
を
優
先
し
、
区
民
サ
ー

ビ
ス
の
削
減
や
区
民
へ
の
負
担
増
を
強

い
る
こ
と
は
問
題
で
す
。

区
民
要
求
に
沿
っ
た

予
算
修
正
案
を
提
出

安
倍
自
公
政
権
の
も
と
で
、
国
民
の

暮
ら
し
は
悪
化
し
、
格
差
は
さ
ら
に
拡

大
し
て
い
ま
す
。

都
政
で
は
、
舛
添
都
知
事
の
も
と
で
、

不
要
不
急
の
大
型
開
発
が
ひ
き
つ
づ
き

推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
国
と
都
の
悪
政
の
も
と

で
、
中
央
区
は
、
地
方
自
治
法
に
も
と

づ
く
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
」

と
い
う
立
場
に
立
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
２
０
１
４

年
９
月
26
日
、
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

に
寄
せ
ら
れ
た
切
実
な
要
求
を
集
約
し

た
５
１
０
項
目
の
「
予
算
要
望
書
」
を

区
長
に
提
出
し
、
本
予
算
特
別
委
員
会

で
は
、
各
款
に
つ
い
て
詳
細
に
質
疑
し
、

問
題
点
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
積
極
的

な
提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
予
算
修
正
案
を
提
出
し
、

「
区
民
の
合
意
を
図
ら
ず
行
お
う
と
し

て
い
る
駐
輪
場
有
料
化
を
中
止
す
る
こ

と
」
「
ム
ダ
を
省
き
、
簡
素
で
効
率
的

な
区
民
本
位
の
行
財
政
運
営
を
図
る
こ

と
」
「
学
校
プ
ー
ル
の
一
般
開
放
、
区

の
情
報
公
開
を
い
っ
そ
う
促
進
す
る
こ

と
」
な
ど
、
区
民
に
と
っ
て
緊
急
か
つ

必
要
な
施
策
を
予
算
化
す
る
、
と
い
う

基
本
に
立
っ
て
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出

予
算
を
６
４
１
６
万
５
千
円
減
額
す
る

修
正
案
（
上
記
表
参
照
）
を
提
案
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
他
会
派
の

賛
同
を
得
ら
れ
ず
、
わ
が
党
の
修
正
案

は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
区
長
提

出
の
予
算
案
を
詳
細
に
検
討
し
、
区
民

の
長
年
の
要
望
、
わ
が
党
の
要
求
、
行

政
の
努
力
な
ど
を
反
映
し
、
認
可
保
育

所
の
増
設
、
特
養
ホ
ー
ム
の
定
員
拡
大
、

障
害
児
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
導
入
、
小

学
校
の
増
改
築
な
ど
の
施
策
が
予
算
化

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
予
算
内
容
に
は

抜
本
的
な
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
問
題

が
あ
る
と
判
断
し
、
各
会
計
予
算
案
に

反
対
し
ま
し
た
。

１
１
４
７
筆
の
署
名
と

と
も
に
区
長
申
し
入
れ

２
月
27
日
、
日
本
共
産
党
区
議
団

は
、
区
が
４
月
か
ら
行
お
う
と
し
て

い
る
「
区
立
駐
輪
場
の
有
料
化
と
放

置
自
転
車
の
撤
去
・
保
管
料
の
徴
収
」

の
中
止
を
求
め
る
区
長
へ
の
申
し
入

れ
を
行
い
、
実
施
中
止
を
求
め
る
署

名
１
１
４
７
筆
（
３
月
末
現
在
１
２

３
３
筆
）
を
手
渡
し
ま
し
た
。

申
し
入
れ
に
は
３
人
の
区
民
の
方

も
参
加
し
、
「
多
く
の
利
用
者
が
有

料
化
に
つ
い
て
知
ら
な
い
」
「
有
料

化
す
れ
ば
放
置
自
転
車
が
増
え
て
し

ま
う
」
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
輪
場
で

も
利
用
料
を
払
っ
て
い
る
の
で
、
二

重
の
負
担
に
な
る
」
「
４
人
家
族
だ
と

負
担
が
大
き
い
」
な
ど
、
駐
輪
場
利
用

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
具
体
的
な
声
を
紹

介
し
、
突
然
の
有
料
化
は
中
止
す
る
よ

う
訴
え
ま
し
た
。

４
月
実
施
中
止
の

条
例
改
正
案
を
提
出

区
が
２
０
１
２
年
に
策
定
し
た
「
中

央
区
自
転
車
利
用
の
あ
り
方
」
に
は
、

駐
輪
場
の
有
料
化
に
あ
た
っ
て
「
利
用

者
の
み
な
ら
ず
広
く
区
民
に
周
知
し
、

合
意
を
図
っ
て
い
く
」
と
あ
り
ま
す
。

合
意
を
得
ら
れ
て
い
な
い
有
料
化
実

施
を
中
止
さ
せ
る
た
め
、
党
区
議
団
は

条
例
改
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

条
例
改
正
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た

３
月
２
日
の
環
境
建
設
委
員
会
で
は
、

自
民
党
委
員
か
ら
「
他
区
で
も
有
料
化

し
て
お
り
、
受
益
者
負
担
は
や
む
を
得

な
い
」
、
公
明
党
委
員
は
「
有
料
化
で

負
担
は
大
変
だ
と
思
う
が
減
免
制
度
も

あ
る
」
な
ど
と
し
て
、
党
区
議
団
の
条

例
改
正
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

無料法律相談会

第１・第三火曜日

午後３時～

◎予約が必要です。

事前にご連絡ください。

区議会控室 (3546-5563)

地区委員会 (3551-6820)

予算特別委員会委員

志村たかよし

２
０
１
５
年
各
会
計
予
算
に
つ
い
て

《予算修正の内容》
★区立駐輪場１９ヶ所の有料化の中止

★放置自転車撤去・保管料徴収の中止

★月３小温水プール一般開放

★情報公開の閲覧・視聴手数料の廃止

★議長交際費を半分に削減

★区長交際費を半分に削減

★議員の費用弁償の廃止

★賀詞交歓会の簡素化

★学習力サポートテストの中止

区
立
駐
輪
場
の
有
料
化
は
中
止
を

環境建設委員会委員

奥村あきこ

駐輪場有料化中止の申し入れを行う

区民の皆さんと党区議団（2015年2月27日）




